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 製品をご使用になる前に必ずお読み下さい  
 

この度は弊社製品をご購入頂き誠に有難うございます。 

はじめに、必ず本紙と取扱説明書または仕様書等をお読みご理解した上でご利

用ください。本冊子はいつでも見られる場所に大切に保管してください。 

【ご利用にあたって】 

1. 本製品のデザイン・機能・仕様は性能や安全性の向上を目的に予告なく変更することがあります。

また、価格の変更をする場合や資料及び取扱説明書の図が実物とは異なる場合もあります。 

2. 本製品は著作権及び工業所有権によって保護されており、全ての権利は弊社に帰属します。 

【限定保証】 

1. 弊社は本製品が頒布されているご利用条件に従って製造されたもので、取扱説明書に記載された

動作を保証致します。 

2. 本製品の保証期間は購入戴いた日から１年間です。 

【保証規定】 

保証期間内でも次のような場合は保証対象外となり有料修理となります 

1. 火災・地震・第三者による行為その他の事故により本製品に不具合が生じた場合 

2. お客様の故意・過失・誤用・異常な条件でのご利用で本製品に不具合が生じた場合 

3. 本製品及び付属品のご利用方法に起因した損害が発生した場合 

4. お客様によって本製品及び付属品へ改造・修理がなされた場合 

【免責事項】 

弊社は特定の目的･用途に関する保証や特許権侵害に対する保証等、本保証条件以外のものは明

示・黙示に拘わらず一切の保証は致し兼ねます。また、直接的・間接的損害金もしくは欠陥製品や

製品の使用方法に起因する損失金・費用には一切責任を負いません。損害の発生についてあらか

じめ知らされていた場合でも保証は致しかねます。ただし、明示的に保証責任または担保責任を負う

場合でも、その理由のいかんを問わず、累積的な損害賠償責任は、弊社が受領した対価を上限とし

ます。 

本製品は「現状」で販売されているものであり、使用に際してはお客様がその結果に一切の責任を

負うものとします。弊社は使用または使用不能から生ずる損害に関して一切責任を負いません。 

保証は最初の購入者であるお客様ご本人にのみ適用され、お客様が転売された第三者には適用さ

れません。よって転売による第三者またはその為になすお客様からのいかなる請求についても責任

を負いません。 

本製品を使った二次製品の保証は致しかねます。 

製品をご使用になった時点※1で上記内容をご理解頂けたものとさせて頂きます 

ご理解頂けない場合、未使用のまま商品到着後、１週間以内に返品下さい。代金をご返金致します。尚、返品の際

の送料はお客様ご負担となります。ご了承下さい。 

※1 製品が入っている静電防止袋を開封した時点で使用済みとみなします 
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ソーラーパネルで動作可能 
ルネサス エレクトロニクス製 H8/300H スーパーローパワーシリーズ 

H8/38086RF 評価ボードで 
IrDA 赤外線通信モジュール・LCD・ 
Ｉ2Ｃ対応シリアルE2PROM・16 マトリックスキー・

温度センサを搭載 
付属開発ソフトで、すぐに使える 
● 単４形乾電池２個で動作可能な H8/38086RF 搭載ボード 
● 開発ソフトとしてＣコンパイラ・アセンブラ付属 
● 内蔵ＲＯＭへの書込みソフト WR38086R.exe 付属 
● FLASH Ｉ／Ｆ（20P）から弊社オンボードプログラマで書込み 
● 豊富なデモプログラムを参考ソース付で収録 
 

マイコンボード HSB8F38086ST 
マイコン H8/38086RF (HD64F38086RW TFP-80C) 
 内蔵 ROM48KB 内蔵 RAM2KB 
 ソケット仕様の場合：型名 スーパーローパワーキット38086F-S 
 ※実装ソケット型名･･･IC149-080-158-B51（山一電機） 
クロック 4.194304MHz  サブクロック 32.768KHz 
E2PROM HN58X2416TI（ルネサス エレクトロニクス）  I2C対応 16Kbit（204
 LCD７セグメント８桁 文字高 10mm ※北斗電子カスタム品です  
 記号 12 種類 （ Ｖ A ℃ ＫＨｚ rpm hPa ＋ － × ÷ kg .’ ） 

IrDA 未実装 ※RPM872 （Rohm）実装用回路となっております 
I/O スイッチ マトリックスキー 16 個 
温度センサ S8100B 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ FLASH  インタフェース 20P ※弊社オンボードプログラマをご利用可

 デバッグ インタフェース 14P ※ルネサス エレクトロニクス製 E7 をご

 I2Cインタフェース 4P 
 I/O 40P 
電源 外部電源接続 DC3.3V または単４形乾電池２個 
 

ソーラーパネル 
定格 3.3V 14.5mA 
安定回路 ツェナｰダイオードによりマイコンの絶対最大定格以内を保持

外寸 70.2×35.0mm （突起部含まず） 
接続ケーブル 長さ 30cm、コネクタ W-A3202-1B#01（2P SMK）圧着済み

●本キットマイコンボード J4 に接続し、サブアクティブモードでの動作時のみ

●発電量は受光量によって大きく異なります 
●本キットマイコンボード内蔵 ROM へ書込み時またはデバッガのご利用は

注意！ ROM 書込みまたはデバッガ使用時は外部電源または乾電池に

また、圧着済み接続コネクタは着脱操作での断線防止の為ストッパーを削
 

本キット開発用ソフトについて 
本キット付属のＣコンパイラ・アセンブラは、弊社オリジナルＨＫＴファイルを生成

ット付属の WR38086R をご利用下さい。Ｃコンパイラ・アセンブラご利用時のユ

意が必要です。 

書込みソフト WR38086R 
WR38086R は本キットボード HSB8F38086ST のマイコン内蔵フラッシュ ROM
転送します。付属の RS232C ケーブルと変換基板を使用し J2 FLASH I/F（20
ートへ接続してご利用下さい。書込みソフト WR38086R は HSB8F38086ST の

ご用意しております。ルネサス エレクトロニクスオンボードプログラミング のブ

しておりますが、他のご利用は原則保証致しかねます。 

本キットデモプログラム 
付属 CD には参考プログラムとして次のプログラムが収録されています。詳細は

⇒次ページ 
製品内容 
マイコンボード HSB8F38086ST ........................１枚

CD※C コンパイラ・アセンブラ・書込みソフト・デモプログラム収録 .１枚

DC 電源ケーブル ※片側コネクタ圧着済み 約 30cm ......１本

通信ケーブル ※I2Cインタフェース用4P片側圧着済み約 50cm ..１本

専用 RS232C ケーブル ※Dsub9P 仕様 約 1.5m .......１本

専用 RS232C 変換ボード......................................１本

ソーラーパネル......................................................１枚

取扱説明書・回路図 ..........................................各１部
区大通西１
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マイコン参考ドキュメント他 
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 実行ファイル 

 インクルード用ファイル

 ライブラリ 

 開発用サンプル 

書込みソフト 
                                  

６丁目３－７         株式会社

    

 
)   最新情報は URL：http://www.hokutodenshi.co.jp 

書込み可能なファイル形式 … MOT・HKT

動作作環境… 

Windows95,NT,98,Me,2000,XP 日本語環境
PＣｲﾝﾀﾌｪｰｽ…RS232C  
※付属ケーブルは Dsub(9P)

です 

しかねます 
さい。 

。ご利用時は接触にご留意下さい。 

で、作成されたユーザプログラム等の書込みは本キ

ラム作成には別途エディタソフト（WORD 等）のご用

ログラムを
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計算機 サブアクティブモードでの電卓 マトリックスキー入力で LCD へ表示 calc 
汎用 AD 温度計測 ＡＤ変換サンプルプログラム  温度センサの出力をＡＤ変換して室温を表示 ad_tmp 
⊿Σ電流計測 ⊿ΣＡＤ変換で 1Ω抵抗に流れた電流で発生する電圧を AIN1 で測定、算出した電流値を LCD へ表示 DsAD_Imeter 
⊿Σ電圧計測 抵抗で１／２になった電圧を AIN1 で測定し、算出した電圧値を LCD へ表示 DsAD_Vmeter
I2Cロガー 温度計データロガーとして動作 J2(20P)からターミナルソフトと通信 ※付属変換基板使用 I2C_Logger 
IrDA キー入力送受信 内蔵 IrDA での送受信 数字キーを押すと ASCII データ 1 バイトを赤外線送信、受信データは LCD へ表示 IrDA_keyTxRx
PWM プレーヤ PWM でのブザーやメロディ等音声出力 ※音階テーブル CD 収録 PWM_Player 
RTC 時計 サブアクティブモードでの時間カウント RTC_watch 
 

ボード配置図 
 

 

 
 

 
 
実装コネクタ 

H8/ 
38086RF 

 
U3 LCD UNIT 

M933A 

J2 FLASH I/F (20P)    J3 デバッグ I/F (14P) 

J12 
J8 デバッグ・I/O 切替 
J4 I2Cバス 
(4P) 
J7 IIC・I/O 切替 
J11 TEST 
SW17 
RESET 

3
4

1
2

J8 

DC3.3V  
J5 電源入力 

J1 
I/O 
(40P) 

評価用 
スイッチ 

11 1012 

9 8 7

6 5 4

3 2 1

積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ 0.1μF  C1608JB1H104K(TDK) 
上記に値する部品もしくは、同等品を使用しています 

J10 SCI2 
シリアル切替 

U7 E2PROM 
J1 I/O 

J10 
9
8
7

6
5
4

3
2
1SW18

電源切替
J15

ブザーC18
温度センサ U2

REF 切替J9
J16

温度センサ

入力切替

1 2 3  

J18 V  SW19  J20 I 
AIN1 入力 ⊿Σ計測切替  

J6 アナログ(10P) 

※FLASH I/F(20P)は基板上のシルクでは F-ZTAT IF となっております 

J12

J7 

9 8 7

6 5 4

3 2 1

J9・J16 

J1 Ｉ／Ｏ 40P H310-040P Conser J4 I2Cバス   4P CLP2504-0101F SMK 
J2 FLASH I/F 20P FL20A2MA 沖電線 J5 DC 電源入力 2P CLP2502-0101F SMK 
J3 H-UDI   14P H310-014P Conser J6 アナログ 10P H310-010P Conser

スイッチ・ジャンパーについて

SW1 

～ 

SW16 

評価用スイッチ：マトリックスキー High アクティブ 

P87・P86・P85・P84…出力 ストローブ信号（スキャン信号） 

P10・P・11・P12・P13…入力信号 ON=High 

SW17 リセット 

J9

Vref と Avr
⊿ΣA/D 変換

入力する場合

用時は 1-2
ン★となります

SW18 電源切替 ON：J16(乾電池) OFF：J5 

SW19 
⊿ΣA/D 変換器アナログ入力端子 AIN1 入力切替 
電圧計： V-IN 側へスライド 電流計： I-IN 側へスライド 
ご利用にならない場合は、どちらにあっても問題ございません 

J10
P42・P41・P40
P42 1-2 ショー

P41 4-5 ショー

P40 7-8 ショー

J12
IIC 終端抵抗
複数のバス接

をショート★し

1 台でご利用の
J7 

P90・P31・P30 切替 
P90 ▼1-2 ショート★：C18 ブザーへ 2-3 ショート：J1_13 へ 
P30 ▼4-5 ショート★：HN58X2416へ 5-6 ショート：J1_29 へ 
P31 ▼7-8 ショート★：HN58X2416へ 8-9 ショート：J1_28 へ 

J15
消費電流測

オープン

▼ショート★

J8 

J3 デバッグ I/F と J1 I/O の切替  
ルネサス エレクトロニクス製 E7 等オンチップエミュレーション

対応デバッガで使用時は、J3 側（1-2・4-5・7-8）をショート★して下

さい 
ポートとして J1 で使用する場合は▼J1 側をショートします 

J16
PB2 切替（U
▼1-2 ショート

2-3 ショート

▼･･･出荷時設定（収録デモプログラム動作可能） ジャンパーは出荷時にジャンパープラグを装着し

ャンパープラグを装着して下さい。オープン時はプラグを片側のみピンに挿した状態でも構いません。製品出荷時は

スーパーローパワーキット 38086F                                           

TEL０１１・６４０・８８００  FAX０１１・６４０・８８０１   〒060-0042札幌市中央区大通西１６丁目３－７   

E-mail：support@hokutodenshi.co.jp (サポート用)、 order@hokutodenshi.co.jp (ご注文用)  最新情報は
※Ｊ１・Ｊ２・Ｊ３・Ｊ６はＭＩＬ規格準拠ボックスプラグタイプ
（切り欠き中央１箇所）を使用しております  
記載メーカ以外でもご利用可能です
ef の切替 
器外部基準電圧端子として外部基準電圧を

、2-3 ショートで J6_7 より供給します。Vcc 使

ショート、内部基準電圧から供給時は▼オープ

。 
切替 
ト：J1_36 へ ▼2-3 ショート★：U7 IrDA へ 
ト：J1_35 へ ▼5-6 ショート★：U7 IrDA へ 
ト：J1_34 へ ▼8-9 ショート★：U7 IrDA へ 
 
続をした際、その内１台のみ、1-2・3-4 双方

ます  
際、ショートして下さい。 
定ピン 
：テスタでの計測時 
： 計測をしない、通常のご利用時 

2 温度センサ出力/J6） 
★：温度センサ出力 （AN0 設定必要） 

：J6_5 からの入力 

ています。ショートの場合はよく確認の上、確実にジ

★印の設定でジャンパーフラグを設定しています。 

                         

      株式会社  
URL：http://www.hokutodenshi.co.jp 



   

付属RS232C 変換基板のスイッチについて 
本製品専用変換ボードとして 

右記のご利用が可能です。 
 

■･･･1P 
L=Low, H=High, Z=High-Z 
 
J2(20P)へ 
切り欠きを合わせて装着 

H8/38086RF のオンボードプログラミングモード 
H8/38086RF では、次のモード設定でオンボードプログラミングモードがご利用頂けます。 
▼オンボードプログラミングモード 

 
J2（20P）     

5 FWE L⇔H L
3 *NMI H⇔Z H

WR38086R.EXE での

書込み時

専用RS232C  

H
H

専用RS232C  専用RS232C 

J2 

IrDA 
デモ 

H
Z

その他 
デモ 

J2J2

本キット付属書込みソフト WR38086R.exe ご利

用の場合後述の操作方法をご参照下さい。 
※詳細はルネサス エレクトロニクス H8/38086RF ハード

ウェアマニュアルをご参照下さい 

*専用RS232C変換基板ま

たは、弊社プログラマの端

子設定で制御可能です 

 TEST NMI
-- - - - - - - -

ユーザモード 1 ボード上プルアップ 
ブートモード 

0 
L 固定 0 J2_5 より L へ制御可*

スーパーローパワーキット 38086F                                   
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本キットご利用のステップについて 
Step1 プログラムを作成 

まず、エディタにてプログラムのソースファイルを用意します。 
付属 CD 収録のサンプルプログラムは、併せて参考ソースが収録さ
れています。プログラムをご用意頂く際にソースファイル内の記述を

参照頂くことが可能です。 ご 
付属書込みソフトWR38086Rの対応ファイル形式はMOTファイルま
たはＨＫＴファイルです。作成したソースファイルから付属コンパイラ
を使用して HKT ファイルをご用意頂くか、その他のコンパイラにて
MOT ファイルをご用意下さい。 
 
収録のHKTファイルを生成するソースファイルはフォルダ内BATファ
イルを使用して次の手順で HKT ファイルを生成することができます。 

Step2 市販デバッガを使用して内蔵ROM へ転送し 
プログラムをデバッグする 

  
H8/38086RF はオンチップエミュレーション対応マイコンです。 
内蔵 ROM へ書き込んだプログラムを実機デバッグすることが可能です。
デバッガはルネサス エレクトロニクス製 E7 や弊社 LILAC-T がご利用
可能です。 
 
オンチップエミュレーション対応デバッガでご利用いただくファイル形式は ABS
（アブソリュート）ファイルです。弊社 LILAC-T ではオプションデバッグ付き・
SYSROF 形式の ABS ファイルが必要です。本キット付属開発環境で生成した
ABS ファイルやルネサス エレクトロニクス社サイト掲示の無償コンパイラ等がご
利用可能です。 

 

Step3 マイコン内蔵ＲＯＭへユーザプログラムを書込む 
 

いよいよ内蔵ROM へプログラムを書込み、動作確認を行います。 
デバッガで内容を確認したプログラムをＨＫＴまたはＭＯＴファイルへ生成しま

WR38086R.exe ＰＣへコピー ⇒ プログラム書込み   

WR38086R での書込み操作 をご参照下さい ※WR38086R 対応ファイル形式は MO
 

まず、上記 STEP1 に則り、demo フォルダをご覧下さい。各ファ
たコメント、さらに収録 PDF のマニュアル等をご参照頂き、プログ
頁より内蔵ROM への書込み方法とデモプログラムの動作確認方 

CD 収録ファイルのインストールについて 
適宜、ご利用の PC へ収録ファイルをコピーしてご利用下さい。 

サンプルプログラムのフォルダ内BAT ファイル 
① C ファイルをコンパイル⇒ OBJ ファイル生成 
② SRC ファイルをアセンブル⇒ OBJ ファイル生成 
③ 複数の OBJ ファイルをリンク⇒ ABS ファイル生成 
④ ABS ファイルをコンバート⇒ HKT ファイル生成

E-mail：support@hokutodenshi.co.jp (サポート用)、 order@hokutodenshi.co.jp (ご注文用
CD 収録ファイルについて 
demo…calc 等参考プログラムのソース 

 フォルダ内のファイル構成＜例＞ 
 38086.h…ヘッダ 
 demo.c…Cソース 
 demo.sub…生成されたSUBファイル 
 reset.src…Ｃの起動設定用アセンブラソース 
 demo.bat…コンパイル等一連の操作を実行するBAT 
 demo2.bat…HEW環境用コンパイルを実行するBAT 
 demo.hkt…生成されたHKTファイル 
 demo.mot…オンボードプログラマで転送可能な MOTファイル
   ※MOTファイルは動作確認用参考ファイルで、

   付属コンパイラ等では生成できません 

doc…Ｃコンパイラ、クロスアセンブラマニュアル PDF 
tool…Ｃコンパイラ・アセンブラ 

 bin…実行ファイル 
   asm38.exe…アセンブラ  

   ch38.exe…C/C++コンパイラ 

   lnk.exe…リンケージエディタ 

   c38 asm.exe…オプション指定用 

   c38 cgn.exe…オプション指定用 

   c38 frnt.exe…オプション指定用 

   c38 mid.exe…オプション指定用 

   c38 pep.exe…オプション指定用 

   abs2hkt.exe…HKTファイル生成コンバータ 

 include…C/C++インクルード用ヘッダファイル 
 lib…ライブラリ（シリーズ別 ＊s.libはスピード優先） 
 sample…開発用サンプルファイル 

write…内蔵ROM への書込みソフト WR38086R.EXE 
                                   

目３－７         株式会社  

す。 

T ファイルまたはＨＫＴファイルです 

イル内の記述や付記され
ラムをご用意下さい。次
法をご案内します。 

)  最新情報は URL：http://www.hokutodenshi.co.jp 



   

HSB8F38086ST コネクタ信号表 
J1 I/O (40P) J2 FLASH インタフェース(20P) 
NO. 信号名称 NO. 信号名称 NO. I/F側 接続端子信号名称 NO. I/F側 信号名称 

1  GND 2  GND  1 *RES 16 *RES 2 GND GND 
3 4 P16/SCK4 4 3 P15/TIOCB2 3 FWE FWE (TXD31 INでシリアル切替) 4 GND GND 
5 2 P14/TIOCA2/TCLKC 6 1 P13/TIOCB1/TCLKB 5 MD0 17 *NMI 6 GND GND 
7 80 P12/TIOCA1/TCLKA 8 79 P11/AEVL 7 MD1 NC 8 GND GND 
9 78 P10/AEVH 10 77 P93 9 I/O0 NC 10 GND GND 
11 76 P92/*IRQ4 12 75 P91/PWM2 11 I/O1 NC 12 GND GND 
13 74 P90/PWM1 14 73 IRQAEC 13 I/O2 NC 14 GND GND 
15 62 P87/SEG32 16 61 P86/SEG31 15 TXD 20 P42/TXD31/IrTXD/TMOFH 16 GND GND 
17 60 P85/SEG30 18 59 P84/SEG29 17 RXD 19 P41/RXD31/IrRXD/TMOFL 18 Vin NC 
19 58 P83/SEG28 20 57 P82/SEG27 19 SCK 18 P40/SCK31/TMIF 20 Vin Vcc 
21 56 P81/SEG26 22 55 P80/SEG25       
23  NC 24  NC 
25  NC 26  NC 
27 5 P30/SCK32/TMOW 28 6 P31/RXD32/SDA 
29 7 P32/TXD32/SCL 30 8 P36/SI4 
31 9 P37/SO4 32 16 *RES 
33 17 *NMI 34 18 P40/SCK31/TMIF 
35 19 P41/RXD31/IrRXD/TMOFL 36 20 P42/TXD31/IrTXD/TMOFH 
37  Vcc 38  Vcc 
39  GND 40  GND 

FLASH インタフェース 
弊社オンボードプログラマ等でご利用頂け

る、オンボードプログラミング用書込みイン

タフェースです。弊社オンボードプログラマ

ではブートモードでの書込みを行います

が、ブートモードへ書込み時に自動制御す

る機能をご利用いただく為には右の設定が

必要です。 

【端子設定】 
MD0 L I/O0 Z
MD1 Z I/O1 Z
FWE H I/O2 Z

【転送レート】 
本ボート実装クロック 
4.194304MHz に応じて、 

▼ブート時； 4800bps 

 

J3 デバッグ I/F （14P） J4 IIC バス（4P） 
NO. 信号名称 

1  Vcc 
2 7 P32/TXD32/SCL 
3 6 P31/RXD32/SDA 
4  GND 

 
J6 アナログ入力（10P） 
NO. 信号名称 NO. 信号名称 

1 GND 2  Vcc 
3 72PB0/AN0/*IRQ0 4 71 PB1/AN1/*IRQ1 
5 70PB2/AN2/*IRQ3 6 65 NC 
7 65PB5/Vref/REF 8 64 PB6/Ain2 
9 63PB7/Ain1 10 63 GND 

 

NO. 信号名称 NO. 信号名称 

1 4 P16/SCK4 2 GND 
3  NC 4 GND 
5 9 P37/SO4 6 GND 
7 17 *NMI 8 VCC 
9  NC 10 GND 
11 8 P36/SI4 12 GND 
13 16 *RES 14 GND 

 
※オンチップエミュレーション対応デバッガで

ご利用下さい 
ルネサス エレクトロニクス製 E7 は、動作確認

済みです 
＜デバッグ時の設定＞ 
J3 側 1-2・4-5・7-8 ショート 
 

※デバッグI/Fのコネクタピン番号とルネサス エレクトロニクスのコネクタとピン番号の

数え方が異なりますので、ご注意下さい。 
 

J13 LCD (14P) J14 LCD (14P) 

NO. 信号名称  NO. 信号名称 
1 54 P77/SEG24  1 51 P74/SEG21 
2 53 P76/SEG23  2 50 P73/SEG20 
3 52 P75/SEG22  3  GND 
4 43 P64/SEG13  4 42 P63/SEG12 
5 44 P65/SEG14  5 41 P62/SEG11 
6 45 P66/SEG15  6 40 P61/SEG10 
7 46 P67/SEG16  7 39 P60/SEG9 
8 47 P70/SEG17  8 38 P57/*WKP7/SEG8 
9 48 P71/SEG18  9 37 P56/*WKP6/SEG7 
10 49 P72/SEG19  10 36 P55/*WKP5/SEG6 
11  NC  11 35 P54/*WKP4/SEG5 
12 27 PA0/COM1  12 34 P53/*WKP3/SEG4 
13 28 PA1/COM2  13 33 P52/*WKP2/SEG3 
14 29 PA2/COM3  14 32 P51/*WKP1/SEG2 
15 30 PA3/COM4  15 31 P50/*WKP0/SEG1 
16  NC  16  NC 

 
 
 
 
 

注意！ 各コネクタのピン配列及びコネクタ切り欠き位置は、前述のボード配置図にて必ずご確認下さい 
信号名称の前にマイコン端子番号が付記されています。  * は負論理です。NC は未接続です。 
 

スーパーローパワーキット 38086F                                                                      
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実装 LCD について 
本製品実装 LCD は、弊社カスタム品です 
表示方法 ＴＮポジ表示 
保護フィルム あり（偏光版保護フィルム） 
駆動方法 ダイナミック 1/4Duty、1/3Bias、３Ｖ駆動 
 

表示セグメント対応表 
1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

Ｖ ＫＨｚ ＋×
Ａ ｒｐｍ －÷
℃ ｈＰａ ｋｇ
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S1

  bit7 bit6 bit5 bit4   bit3 bit2 bit1 bit0
seg2 pin23 kg Hpa rpm khz seg1 pin24 ÷ － × ＋

seg4 pin21 P8 8C 8B 8A seg3 pin22 S1 ℃ A V 
seg6 pin19 4D 4E 4G 4F seg5 pin20 8D 8E 8G 8F
seg8 pin17 3D 3E 3G 3F seg7 pin18 P3 3C 3B 3A

seg10 pin15 2D 2E 2G 2F seg9 pin16 P2 2C 2B 2A

 

例  P１を点灯する場合 

seg11 （pin14）と 

com4 （pin12）を選択 

動作電圧波形

絶対最大定格      
項目 記号 最小 最大 単位 備考 
保存温度 Tstg -10 60 ℃  
動作温度 Top 0 50 ℃  
AC 印加電圧 Vop --- 10 V １時間以内

許容直流成分 Vdc --- 0.05 V  

 

V0p

1/2V0p

-V0p

-1/2V0p

選択波形

T=1/fF

電気的特性

項目 記号 
V0（0℃） －

V0（25℃） 0
駆動電圧 

V0（50℃） 0
フレーム周波数 ｆF 3
消費電流 Is －

Ton（0℃） －立ち上がり 
Ton（25℃） －

Toｆｆ（0℃） －

応 
答 
速 
度 

立ち下り 
 Toｆｆ（25℃） －

垂直方向 － 視角 
範囲 水平方向 － 
コントラスト Cr ５

端子間容量 Ct －
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seg12 pin13 1D 1E 1G 1F seg11 pin14 P1 1C 1B 1A
seg14 pin2 5D 5E 5G 5F seg13 pin1 P4 4C 4B 4A
seg16 pin4 6D 6E 6G 6F seg15 pin3 P5 5C 5B 5A
seg18 pin6 7D 7E 7G 7F seg17 pin5 P6 6C 6B 6A
seg20 － － － － － seg19 pin7 P7 7C 7B 7A

  com4 com3 com2 com1   com4 com3 com2 com1
  pin

12
pin
11

pin
10

pin
9 

  pin 
12 

pin
11

pin
10

pin
9 

非選択波形

（図１） 

 

最小 標準 最大 単位 備考 
 1.10V0 1.15V0

.95V0 V0 1.05V0

.80V0 0.80V0 － 
Ｖ 

図１ 
V0＝3（ｖ） 

2 64 200 Ｈｚ 図１ 

 － 1 μA/cm2 全パターン表示状態 
（ｆ＝32Hz） 

 － 600 
 － 100 
 － 600 
 － 100 

ms 

 

-40～0 度 
-30～30 度 

CR≧３ 

 － －   

 － 2 ｎＦ/cm2 全パターン表示状態 
（ｆ=120Hz） 

                                                                 

１   〒060-0042札幌市中央区大通西１６丁目３－７         株式会社  
用)、 order@hokutodenshi.co.jp (ご注文用)  最新情報は URL：http://www.hokutodenshi.co.jp 



   

 

寸法図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

評価用 SW 回路図 

 

 

最新情報については弊社ホームページをご活用ください   URL：http://www.hokutodenshi.co.jp 
本誌中に使用している商品画像は、販売される商品と異なる場合があります。F-ZTATTM

はルネサス エレクトロニクス株式会社の商標です。 

パーソナルコンピュータをPCと称します。I2CはPhilips 社の商標です。WindowsはMicrosoft社の商品です。 

※ 実装マイコンの製品、製品仕様は予告無く変更することがございます。最終的な設計に際しては、事前にルネサス エレクトロニクスもしくは特約店

等へ最新の情報をご確認いただきますとともに、ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意下さい。 
※ 本製品を使用される際は、ルネサス エレクトロニクスのホームページにて必ず該当マイコンのテクニカルアップデートを入手し、最新の情報を確

認して下さい。 
※ 弊社のマイコンボードの仕様は全て使用しているマイコンの仕様に準じております。マイコンの仕様に関しましては製造元にお問い合わせ下さい

弊社の製品は、予告無しに仕様および価格を変更する場合がありますので、御了承下さい。 
※ 弊社マイコンボードと添付CD に収録されております開発環境と書き込みソフトウエアは、評価用につきマニュアル掲載分以外の動作保証は致し

かねます。御了承下さい。 

※   本ボードのご使用にあたっては、十分に評価の上ご使用下さい。未実装の部品に関してはサポート対象外です。お客様の責任においてご使用くだ

さい。 

スーパーローパワーキット 38086F                                                                      

TEL０１１・６４０・８８００  FAX０１１・６４０・８８０１   〒060-0042札幌市中央区大通西１６丁目３－７         株式会社  
E-mail：support@hokutodenshi.co.jp (サポート用)、 order@hokutodenshi.co.jp (ご注文用)  最新情報は URL：http://www.hokutodenshi.co.jp 


	必ずお読み下さい
	スーパーローパワーキット38086F
	製品内容
	マイコンボードHSB8F38086ST
	ソーラーパネル
	本キット開発用ソフトについて
	書込みソフトWR38086R
	本キットデモプログラム
	ボード配置図
	付属RS232C変換基板のスイッチについて
	H8/38086RFのオンボードプログラミングモード
	本キットご利用のステップについて
	HSB8F38086STコネクタ信号表
	実装LCDについて
	寸法図
	評価用SW回路図


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (None)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 0
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages true
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 200
  /MonoImageDepth 4
  /MonoImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with minimum image resolution and no font embedding. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFcd5cc18c0020d574c0c1b3c40020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558ace00020ae00af340020ae30b2a5c7440020d3ecd568d558c9c00020c54aace000200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b67004f4e768456fe50cf52068fa87387800c4e144e0d5d4c51655b574f5330028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b67005c0f76845f7150cf89e367905ea6ff0c4e264e144e0d5d4c51655b57578b3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f300130d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f3092884c308f305a3001753b50cf89e350cf5ea6308267004f4e9650306b62913048305f00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [500 500]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




